
 
 

                                       

                                       

『
環
境
に
漏
れ
出
す
こ
と

は
な
い
』
の
一
点
張
り 

  

原
子
力
研
究
開
発
機
構

の
「
回
答
書
」
の
基
本
姿
勢

は
、
何
を
聞
い
て
も
「
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
は
環
境

に
漏
れ
出
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
書
か
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。 

福
島
原
発
事
故
に
つ
い

て
国
や
東
電
は
「
想
定
外
」

と
強
弁
し
て
い
ま
す
が
、
と

に
か
く
「
漏
れ
出
す
」
事
故

が
あ
り
う
る
こ
と
を
実
証

し
た
の
で
す
。
広
島
原
爆
の

約
一
六
八
発
分
も
の
放
射

性
物
質
を
大
気
に
放
出
し

た
責
任
を
と
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。 

福
島
原
発
事
故
の
事
実 

                

を
踏
ま
え
ず
、
「
環
境
に
漏

れ
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
」
の
一
点
張
り
で
は
、 

回
答
に
な
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
二
度
と
あ
ん
な
目
に

あ
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
思

考
停
止
も
い
い
加
減
に
し

て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

 

あ
め
玉
一
つ
大
で 

 

百
億
ベ
ク
レ
ル 

 

回
答
書
に
は
、
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
液
の
濃
度
に
つ

い
て
「
一
立
方
セ
ン
チ
㍍
あ

た
り
十
の
十
乗
ベ
ク
レ
ル
」

と
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

「
一
〇
〇
億
ベ
ク
レ
ル
」
で

す
。
貯
蔵
総
量
の
三
九
三
立

方
㍍
で
は
約
三
九
三
京
ベ

ク
レ
ル
と
い
う
想
像
を
絶

す
る
放
射
能
で
す
。
東
海
工

場
の
廃
液
は
六
ヶ
所
工
場

の
廃
液
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う

な
組
成
と
推
測
で
き
ま
す

か
ら
、
そ
こ
か
ら
計
算
す
る

と
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
は
約

一
四
〇
京
ベ
ク
レ
ル
と
な

り
、
何
と
福
島
原
発
事
故
の

大
気
へ
の
放
出
量
の
約
九

四
倍
に
も
な
り
ま
す
。
少
し

で
も
漏
れ
た
な
ら
首
都
圏

に
あ
る
工
場
の
位
置
か
ら

し
て
破
滅
的
な
大
災
害
に

な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
最
悪
の
場
合

を
想
定
し
な
い
安
全
管
理

は
あ
り
得
ま
せ
ん
。 

液
体
状
で
は
危
険
な
こ
と

の
自
覚
が
薄
い 

 

私
達
は
、
「
高
レ
ベ
ル
廃

液
は
崩
壊
熱
を
発
し
、
水
素

が
発
生
す
る
の
で
液
体
状

の
保
存
は
危
険
で
あ
る
。
ガ

ラ
ス
固
化
の
見
通
し
は
ど

う
か
」
と
質
し
ま
し
た
が
、

回
答
書
は
「
長
期
的
に
は
ガ

ラ
ス
固
化
が
優
れ
て
い
る

が
、
液
体
状
で
も
冷
却
や
水

素
の
掃
気
を
適
切
に
行
え

ば
安
全
だ
」
と
言
い
逃
れ
て

い
ま
す
。
実
際
に
は
、
こ
こ

二
〇
数
年
間
、
廃
液
の
量
は

ほ
と
ん
ど
減
ら
ず
、
ガ
ラ
ス

固
化
の
見
通
し
を
示
す
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。 

冷
却
機
能
喪
失
後 

 

「
四
八
時
間
」
で
沸
騰 

 

高
レ
ベ
ル
廃
液
の
冷
却

機
能
喪
失
に
つ
い
て
学
会

誌
で
は
、
「
約
十
五
時
間
で

沸
騰
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、

原
研
機
構
の
回
答
書
で
は

「
沸
騰
ま
で
最
短
で
四
八

時
間
か
か
る
と
想
定
し
て

い
ま
す
」
と
し
、
水
素
に
つ

い
て
は
「
爆
発
ま
で
、
廃
液

貯
蔵
槽
で
約
三
〇
時
間
以

上
」
と
し
て
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
想
定
と
試
算
な
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
さ
ら

に
回
答
書
で
は
、
そ
の
た
め

の
、
非
常
電
源
に
よ
る
冷
却

や
窒
素
ボ
ン
ベ
等
に
よ
る
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 東海再処理工場の高レベル廃液 

   総量 ３９３ｍ３   超危険物！ 

   濃度 １０１０Bq／ｃｍ３ 
（回答書） 

◇うちセシウム１３７（六ヶ所資料から推定） 
 1.4×1018 Bq （140京 Bq) 

 ＊六ヶ所セシウム１３７ 3.6×10９ Ｂｑ／ｃｍ３ 

◇広島原爆 8.9×1013  Bq （  89 兆 Bq) 

◇福島事故 1.5×1016  Bq （1.5 京 Bq） 
   ＊出典 昨年６月 IAEA への政府報告書 
   広島原爆の１万５８００発分 

  福島事故放出の ９４倍の量  

 大変な量の高レベル放射性の廃液である。 

 

 

昨
年
十
一
月
、
全
国
七
五

市
民
団
体
が
「
東
海
再
処
理

工
場
の
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
安

全
管
理
に
つ
い
て
の
質
問

状
」
を
提
出
し
ま
し
た
が
、

年
末
に
「
回
答
書
」
が
届
き

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
原
子

力
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｅ

Ａ
）
の
姿
勢
は
、
悲
惨
な
福

島
原
発
事
故
が
あ
っ
て
な
お

危
険
な
大
事
故
を
想
定
せ

ず
、
事
実
に
学
ば
ず
、
学
ぼ

う
と
し
な
い
、「
無
責
任
な
楽

観
論
」
に
終
始
し
て
お
り
、

到
底
受
け
入
れ
ら
れ
る
内
容

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
提
出
時

に
通
告
し
た
よ
う
に
、
再
質

問
の
た
め
、
工
場
の
技
術
責

任
者
の
出
席
を
と
も
な
っ
た

交
渉
が
必
要
で
す
。 



掃
気
機
能
の
回
復
は
、
所
内

訓
練
に
よ
り
、
沸
騰
防
止
が

十
六
時
間
、
水
素
掃
気
が
十

七
・
五
時
間
で
可
能
と
し
て

い
ま
す
が
、
福
島
原
発
事
故

の
よ
う
な
同
時
多
発
す
る

事
故
に
つ
い
て
全
て
が
時

間
内
に
回
復
出
来
る
と
は

と
て
も
思
え
ま
せ
ん
。 

原
発
以
上
に
複
雑
な
工
程 

 

東
海
工
場
に
は
、
危
惧
さ

れ
る
放
射
性
物
質
が
い
た

る
所
に
あ
り
ま
す
。
回
答
書

に
あ
る
よ
う
に
「
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
液
貯
槽
」
「
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
溶
液
施
設
」
「
使

用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
」
の

三
つ
が
先
ず
守
る
べ
き
箇

所
で
す
が
ど
れ
に
も
膨
大

な
量
の
放
射
性
物
質
が
あ

り
ま
す
。 

 

 

こ
の
他
に
も
「
硝
酸
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
貯
槽
」
「
混
合
液

槽
」
な
ど
が
あ
り
、
化
学 

             

薬
品
と
放
射
性
物
質
が
、
縦

横
に
巡
ら
さ
れ
た
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
を
走
り
回
り
、
反
応

槽
や
塔
が
入
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
複
雑
さ
は
原
発
の

比
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

三
・
一
一
に
は 

停
電
と
断
水
、
道
路
陥
没 

 

回
答
書
で
は
「
東
海
再
処

理
工
場
は
三
・
一
一
に
は
震

度
六
弱
の
地
震
に
襲
わ
れ

た
が
、
安
全
上
問
題
は
な
か

っ
た
」
と
さ
ら
り
と
述
べ
て

い
ま
す
が
、
実
際
に
は
外
部

電
源
が
四
六
時
間
停
電
し
、

断
水
が
八
五
時
間
続
き
、
道

路
陥
没
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

予
想
で
き
な
い
よ
う
な

異
常
事
態
が
発
生
す
る
こ

と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
り
、
た
っ
た
一
回
の
訓

練
で
対
処
出
来
る
と
は
思

わ
れ
ま
せ
ん
。
周
辺
住
民 

             

を
交
え
た
避
難
訓
練
へ
の

言
及
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

珍
説
・
津
波
の
水
没
で
、 

貯
槽
は
海
水
冷
却
さ
れ
る 

             
 

 

岩
手
に
お
い
て
今
回
の

大
津
波
を
目
撃
し
て
い
る

私
達
は
、
「
福
島
原
発
事
故

の
よ
う
に
波
高
十
五
㍍
も

の
大
津
波
に
襲
わ
れ
た
場

合
、
廃
液
貯
槽
を
守
る
最
後

の
手
段
は
あ
る
の
か
」
と
強

く
質
し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
に
つ
い
て
回
答
書

で
は
、
貯
槽
及
び
配
管
は
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
製
で
、
セ
ル
は

頑
丈
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
出
来
て
い
る
の
で
、
津

波
に
耐
え
る
と
し
、「
水
没

状
態
の
高
放
射
性
廃
液
貯

槽
は
海
水
に
よ
り
冷
却
さ

れ
る
」
こ
と
や
、
可
搬
窒
素

ボ
ン
ベ
か
ら
の
ガ
ス
供
給

な
ど
か
ら
沸
騰
や
爆
発
は

な
く
周
辺
環
境
に
影
響
は

な
い
、
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
が
原
子
力
技
術
に
関

す
る
日
本
最
高
の
専
門
機

関
の
答
弁
で
し
ょ
う
か
。 

＊
原
文
は
「
岩
手
の
会
」 
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津
波
に
よ
る
絶
大
な
破

壊
力
か
ら
工
場
の
安
全
機

能
を
維
持
し
、
放
射
性
物
質

の
崩
壊
熱
や
、
放
射
線
分
解

水
素
の
滞
留
を
防
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
、

「
海
水
で
冷
や
さ
れ
る
か

ら
大
丈
夫
」
と
は
、
子
供
じ

み
た
信
じ
ら
れ
な
い
戯
画

的
発
想
で
す
。 

過
酷
事
故
の
事
例
に
つ
い
て 

 
 

 
 

の
見
解
な
し 

 

私
達
は
、
一
九
五
七
年
旧

ソ
連
「
マ
ヤ
ー
ク
再
処
理
工

場
廃
液
爆
発
事
故
」
へ
の
見

解
や
、
一
九
七
七
年
西
ド
イ

ツ
政
府
の
「
再
処
理
事
故
、

国
民
の
半
数
死
亡
も
」
の
予

測
評
価
報
告
書
に
つ
い
て

の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
原
研
機
構
報
告
書
に

は
回
答
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
日
本
政
府
や
事
業
者

が
こ
の
よ
う
な
過
酷
事
故

に
つ
い
て
、
「
事
故
予
測
評

価
」
を
し
て
い
な
い
は
ず
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
て
い
な
い

な
ら
直
ち
に
実
施
し
発
表

す
る
べ
き
で
す
。 

即
時
再
処
理
撤
退
を
宣
言
し

廃
液
の
安
全
化
を
急
げ 

 

 

液
体
状
の
「
高
レ
ベ
ル
廃

液
」
は
危
険
。
こ
れ
は
誰
が

考
え
て
も
わ
か
る
こ
と
で

す
。
日
本
独
自
の
東
海
方
式

ガ
ラ
ス
固
化
技
術
は
ト
ラ

ブ
ル
続
き
の
未
完
成
の
技

術
で
す
。
欠
陥
技
術
の
ま
ま

こ
れ
以
上
危
険
な
高
レ
ベ

ル
廃
液
を
作
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。 

     
 

           

全
国
市
民
団
体
が
抗
議
文 

 

六
ヶ
所
工
場
の
再
開
の
動
き

に
対
し
て
全
国
的
な
抗
議
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

◇
経
産
省
前
集
会
と
デ
モ 

 

政
府
に
抗
議
文
提
出 

 

「
福
島
老
朽
原
発
を
考
え
る

会
」
な
ど
首
都
圏
の
市
民
は
一

月
十
六
日
に
抗
議
と
即
時
停
止 

の
要
請
文
を
提
出
し
ま
す
。 

 

首
都
圏
に
あ
る
東
海
再

処
理
工
場
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
四
倍
の
「
処
理
」
を
め
ざ

す
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
、

膨
大
な
資
金
を
浪
費
し
な

が
ら
、
完
全
に
行
き
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
危

険
な
工
場
は
、
今
す
ぐ
撤
退

を
宣
言
し
、
廃
液
の
完
全
な

安
全
策
を
国
民
に
見
え
る

形
で
実
行
す
る
べ
き
で
す
。 

                 

◇
「
原
発
さ
よ
な
ら
署
名
」 

提
出
集
会
・
再
処
理
停
止
も 

 

一
月
二
六
日
に
設
定
さ
れ
て

い
た
「
原
発
さ
よ
な
ら
署
名
」

提
出
政
府
交
渉
集
会
に
お
い
て

「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
再
開
反
対
・
公
開
質

問
書
」
を
準
備
し
、
政
府
を
追

及
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
市
民
グ
ル
ー
プ
の
連
名

で
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

東
海
再
処
理
工
場
放
射
能
漏
れ
事
故 

 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一
例 

高木仁三郎著 

『核時代を生きる』１６９頁 
 講談社現代新書・１９８３刊 

ＪＡＥＡ『フレンドリー通信』臨時増刊号 

    ２０１１．５．１２ 刊 

 

二
〇
〇
八
年
十
二
月
以
来
休
止
し
て

い
た
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
が
正
月
明
け

か
ら
突
然
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
の
準
備

に
入
っ
た
と
報
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。
福
島

原
発
事
故
に
よ
り
、
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の

原
発
が
停
止
し
核
施
設
の
安
全
の
点
検

が
行
わ
れ
て
い
る
お
り
、
ま
た
核
燃
サ
イ

ク
ル
の
是
非
が
検
討
中
で
あ
る
今
、
再
処

理
工
場
の
試
験
が
な
ぜ
再
開
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。 


